
第 ９ 期 決 算 公 告
平成 23年 10月 26日

東京都港区虎ノ門三丁目22番10`201号
オスペデール・ワン特定目的会社

取締役 粟国 正樹

損益計算書の要旨
e自 平成23年１月１日g
f至 平成23年６月30日h

(単位：千円)
科 目 金 額
営 業 収 益 37,375
営 業 費 用 27,933
営 業 利 益 9,441
営 業 外 収 益 8

営 業 外 費 用 11,029
経 常 損 失 1,578
特 別 損 失 194
税引前当期純損失 1,772
法人税、住民税及び
事業税 146

当 期 純 損 失 1,919
前期繰越利益 31,677
当期未処分利益 29,758

貸 借 対 照 表 の 要 旨
(平成23年６月30日現在) (単位：千円)

資 産 の 部 負債及び純資産の部
科 目 金 額 科 目 金 額
特 定 資 産 1,336,332流 動 負 債 75,494
その他の資産 99,781固 定 負 債 610,849

負 債 合 計 686,344
社 員 資 本 749,768
特 定 資 本 金 10

優 先 資 本 金 720,000
剰 余 金 29,758
純資産合計 749,768

資 産 合 計 1,436,113負債・純資産合計 1,436,113

平成™š年˜—月™�日 水曜日 (号外第™š˜号)官 報
解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
一
日
開
催
の
理

事
会
の
決
議
に
よ
り
、
平
成
二
十
三
年
九
月
三
十
日
を

も
っ
て
解
散
し
た
の
で
、当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
者
は
、

本
公
告
第
一
回
掲
載
（
平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
四
日
）

の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間

内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
六
日

広
島
県
福
山
市
引
野
町
南
一
丁
目
一
七
番
三
二
号

財
団
法
人
福
山
勤
労
福
祉
事
業
団

代
表
清
算
人

岡
Ä

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
企
業
年
金
基
金
は
、
平
成
二
十
三
年
十
月
一
日
厚
生

労
働
大
臣
の
認
可
に
よ
り
解
散
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た

の
で
、
当
基
金
に
債
権
を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
第
一
回

掲
載
（
平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
四
日
）
の
翌
日
か
ら
二

箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出

が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
六
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本
石
町
三
丁
目
二
番
二
号

紀
州
製
紙
企
業
年
金
基
金

清
算
人

大
町

伸
一

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
平
成
二
十
三
年
八
月
三
十
一
日
開
催
の
臨

時
社
員
総
会
の
決
議
に
よ
り
同
年
九
月
二
十
六
日
解
散
し

た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
第
一

回
掲
載
（
平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
四
日
）
の
翌
日
か
ら

二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し

出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
六
日

東
京
都
多
摩
市
鶴
牧
五
丁
目
三
五
番
三
e

一
〇
一
号

社
団
法
人
日
本
カ
ー
ル
・
デ
ュ
イ
ス
ベ
ル
ク
協
会

代
表
清
算
人

ハ
ン
ス
e

デ
ィ
ー
タ
ー
・
ハ
ウ
ス
ナ
ー

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
組
合
は
、
平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
日
長
野
県
知
事

の
認
可
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
組
合
に
債
権
を
有
す

る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
平
成
二
十
三
年
十
月
二

十
四
日
）の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
六
日

長
野
県
安
曇
野
市
豊
科
四
九
三
二
番
地
四
六

安
曇
野
市
穂
高
駅
西
地
区
土
地
区
画
整
理
組
合

代
表
清
算
人

青
柳

晶
博

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
存
続
期
間
の
満
了
に
よ
り
平
成
二
十
三
年

九
月
三
十
日
を
も
っ
て
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権

を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
平
成
二
十
三
年

十
月
十
二
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下

さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら

除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
六
日

岡
山
県
加
賀
郡
吉
備
中
央
町
北
四
一
三
番
地
一
三

財
団
法
人
北
部
会

代
表
清
算
人

楢
Ä

眞
一

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
平
成
二
十
三
年
九
月
六
日
開
催
の
社
員
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
平
成
二
十
三
年
十
月

二
十
日
）の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
六
日

大
分
県
別
府
市
上
人
仲
町
四
番
四
四

特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｎ
Ｐ
Ｏ
車
い
す
製
造
技

術
と
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
普
及
の
会

清
算
人

森
崎

一
晴

配
当
公
告

大
阪
市
中
央
区
瓦
町
三
丁
目
五
番
七
号
Ｎ
Ｏ
Ｆ
御
堂

筋
ビ
ル
九
階
、
商
業
登
記
簿
上
の
本
店
所
在
地

大

阪
市
中
央
区
瓦
町
四
丁
目
三
番
七
号

破
産
者

株
式
会
社
レ
イ
コ
フ
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト

右
の
者
に
対
す
る
大
阪
地
方
裁
判
所
平
成
二
十
年（
フ
）

第
三
六
六
二
号
破
産
事
件
の
最
後
配
当
を
行
う
の
で
、
次

の
よ
う
に
公
告
す
る
。

一
、
配
当
に
加
え
る
べ
き
債
権
の
総
額

金
六
五
、
二
二
二
、
五
四
八
円

一
、
配
当
す
る
こ
と
の
で
き
る
金
額

金
一
七
、
五
〇
九
、
三
〇
五
円

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
六
日

大
阪
市
中
央
区
高
麗
橋
四
丁
目
四
番
九
号
淀
屋
橋

ダ
イ
ビ
ル
二
階

破
産
管
財
人

石
井

教
文

配
当
公
告

大
阪
市
中
央
区
瓦
町
三
丁
目
五
番
七
号

破
産
者

株
式
会
社
資
産
管
理
研
究
所

右
の
者
に
対
す
る
大
阪
地
方
裁
判
所
平
成
二
十
年（
フ
）

第
三
八
一
六
号
破
産
事
件
の
最
後
配
当
を
行
う
の
で
、
次

の
よ
う
に
公
告
す
る
。

一
、
配
当
に
加
え
る
べ
き
債
権
の
総
額

金
二
、
七
二
七
、
四
六
八
円

一
、
配
当
す
る
こ
と
の
で
き
る
金
額

金
一
、
〇
三
五
、
五
三
〇
円

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
六
日

大
阪
市
中
央
区
高
麗
橋
四
丁
目
四
番
九
号
淀
屋
橋

ダ
イ
ビ
ル
二
階

破
産
管
財
人

石
井

教
文

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

国
籍
朝
鮮
、
最
後
の
住
所
札
幌
市
東
区
北
五
条
東
一

二
丁
目
一
六
番
地
三

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
北
五
条
Ｂ
棟

三
一
二
号

被
相
続
人

亡

李

栄
柱

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
六
日

事
務
所
札
幌
市
中
央
区
北
四
条
西
二
〇
丁
目
一
番

二
八
号
Ｎ
４
２
０
ビ
ル

橋
本
・
大
川
合
同
法
律

事
務
所相

続
財
産
管
理
人

弁
護
士

柴
Ä

泰
斗

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
茨
城
県
鹿
嶋
市
大
字
爪
木
七
一
四
番
地
、
最
後

の
住
所
茨
城
県
鹿
嶋
市
大
字
爪
木
七
一
四
番
地
二

被
相
続
人

亡

ˆ
安

正

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
六
日

茨
城
県
水
戸
市
南
町
一
丁
目
三
番
二
三
号
金
沢
ビ

ル
二
階

相
続
財
産
管
理
人

阿
久
津
正
晴

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
栃
木
県
小
山
市
若
木
町
一
丁
目
二
二
番
、
最
後

の
住
所
栃
木
県
小
山
市
駅
東
通
り
一
丁
目
二
四
番
二

二
号

日
神
パ
レ
ス
テ
ー
ジ
小
山
ウ
イ
ン
フ
ォ
ー
ト

五
〇
五

被
相
続
人

亡

近
藤

充

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
六
日

栃
木
県
小
山
市
城
北
二
丁
目
三
番
一
五
号

相
続
財
産
管
理
人

関
根

睦
子

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
群
馬
県
高
崎
市
本
郷
町
乙
一
一
九
四
番
地
、
最

後
の
住
所
本
籍
に
同
じ

被
相
続
人

亡

ˆ
井

良
夫

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
六
日

事
務
所
群
馬
県
高
崎
市
問
屋
町
西
一
丁
目
九
番
地

三
Ｋ
Ｙ
ビ
ル
二
〇
一

相
続
財
産
管
理
人

堀
口

均

Ÿœ
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